
様式４

都市再生整備計画　フォローアップ報告書

大谷地区

令和８年１月

栃木県宇都宮市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 ● あり ○

見込み なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 ● あり ○

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定 ●

見込み

確定 ●

見込み

※全ての指標について記入※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

14,147 Ｒ　　年　月
その他の
数値指標２

「大谷観光一日乗車
券」を活用して路線バ
スを利用した人数の
推移

人/年 10,619

総合所見

公共交通全体の利用者は減少して
いるものの，企画乗車券の認知度
は着実に広がっており，周遊を目的
とした利用が増加しているものと考
えられる。今後は，観光施策と連動
した更なる利用促進が求められる。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

R　　年　月

鎧川改修事業の着手に加え，冷熱
エネルギー活用支援補助などによ
り，夏秋いちご栽培事業などの参入
意欲が高まったことから事業者が増
加した。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

指標３
公共交通（バス）の利
用者数

人/年 101,000

その他の
数値指標１

従前値

観光入込客数は大
幅に増加したもの
の，公共交通機関
の利用者は大きく
減少したため。

事後評価

見込み・確定の別

7

※フォローアップの必要のある指標について記入

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

地域の主要幹線道路や観光拠点の
整備などにより，地域外からのアク
セス性や地域内での周遊性が向上
したことに加え，事業化支援補助金
などにより，地域のセンターコアエリ
アを中心とした飲食・物販店舗等の
新規出店に繋がっており，期待以上
の成果をあげることができた。

109,000 81,705 R７年１０月

14

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

観光入込客数が大きく増加した一
方，公共交通利用者は減少した。こ
れは，大谷コネクトの駐車場および
道路の整備によって自家用車での
アクセス性も向上し，自家用車利用
者が増えたためと考えられる。引き
続き周遊性や公共交通の利用環境
等の向上に取り組んでいき，公共交
通の利用促進を図る必要がある。

×

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標２ 観光産業の立地数 事業所 7

R７年５月

R　　年　月10

総合所見

地域団体であるNPO法人大谷商工
観光協力会を中心として，地域活性
化に向けた機運が一層高まってい
るところである。令和７年度において
は，民間事業者によるアート体験ス
ペースや飲食施設が新たに開業す
るなど，新規観光客の獲得に加え，
リピーターの確保にもつながってい
る。また，今後は民間事業者による
宿泊事業等の新たな取組も予定さ
れており，コロナ禍以降の観光入込
客数は着実に伸びている。今後は，
目標である年間観光入込客数１２０
万人の達成に向け，現在の勢いを
持続させるとともに，更なる加速を
図る必要がある。

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

○

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

920,000

計測時期

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１
観光客の年間入込客
数

人 700,000

1年以内の
達成見込み

冷熱エネルギーを活
用した事業（夏秋いち
ご栽培等）への参入
者数

1年以内の
達成見込み

○

750,000

見込み・確定
の別

800,000 △

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

120,000 △

事業者 2

指　標



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

観光交流拠点施設や大谷公園周辺における拠点性
の向上及び来訪者の周遊性の向上や滞在時間の延
伸

観光地・大谷にふさわしいインフラの段階的な整備

観光繁忙期における交通混雑の緩和及び歩行空間等
の確保

来訪者の滞在環境の向上

鎧川沿川農地の浸水被害の軽減による安定した営農
活動の推進及び夏秋いちご等の地域農産物の栽培促
進

・市道632・635号線整備事業

・市道６３２・６３５号線整備事業については，全線
完了には至っていないものの，一部区間においてラ
ンドアバウト化を実施するとともに，歩道の再整備
を行い，歩行者の安全性及び回遊性の向上を図っ
た。あわせて，街灯の整備を実施し，夜間の視認性
及び防犯性の向上を図るなど，道路空間の質的向
上が着実に進展した。

・市道６３２・６３５号線整備事業については，一部
区間においてランドアバウト化を実施するとともに，
歩道の再整備を行い，歩行者の安全性及び回遊性
の向上を図った。あわせて，街灯の整備を実施し，
夜間の視認性及び防犯性の向上を図るなど，道路
空間の質的向上が着実に進展した。

・交通量調査等の実施により，繁忙期における交通
集中箇所や時間帯の傾向を把握し，混雑発生要因
の分析を行うことができた。あわせて，臨時駐車場
の設置及び地域内周遊バスの運行により，中心部
への自家用車流入の抑制と来訪者の円滑な移動
を促進し，一定の混雑緩和効果が確認された。さら
に，グリーンスローモビリティの運行により，域内回
遊性の向上と滞在時間の延伸に寄与するなど，多
様な移動手段の確保による受入環境の充実が図ら
れた。
・大谷公園・大谷景観公園整備事業については，大
谷公園において既存四阿の美化による景観向上を
実施するとともに，ベンチの増設を行った。また，大
谷景観公園については実施設計において，休憩施
設設置の検討を実施した。これにより，来訪者の滞
在環境の向上に寄与した。

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

・市道632・635号線整備事業
・交通分析等調査事業

・大谷公園・大谷景観公園整備事業

・準用河川鎧川改修事業

実施した結果

大谷公園・大谷景観公園整備事業については，大
谷公園において植栽の伐採・剪定を実施するととも
に，園路広場の石張替え等の整備を行い，安全性
及び景観の向上を図った。また，大谷景観公園に
ついては実施設計を実施し，今後の具体的な整備
に向けた方向性を整理した。これにより，公園機能
の充実及び地域の魅力向上に向けた基盤整備が
進展した。

準用河川鎧川改修事業については，円滑な事業推
進に向け，明保通りの橋梁架替え工事を実施し，
基盤整備を進めたところである。これにより，治水
安全度が向上し事業が着実に前進した。

・大谷公園・大谷景観公園整備事業

実施した具体的な内容

・大谷地域内の周遊促進に向け，引き続き，ハード・ソフト両面か
ら，インフラ整備を進める。また，ランドアバウト化による交通流の
変化や安全性の検証を継続するとともに，歩行者・自転車利用者
の安全確保，周辺観光動線との連携強化など，道路空間の一体
的な活用を図る必要がある。

・大谷地域における端末交通や域内移動手段として，グリーンス
ローモビリティ等の定着を図るため，地域中心の運営体制の構築
に向けた人材確保・育成や，更なる利用促進に向けたPR手法等
の検証を行う。
また，引き続き，観光交通対策推進会議での情報共有・意見交換
等を踏まえながら，大谷地域の観光交通推進に向けた検討を
行っていく。

・引き続き，大谷公園・大谷景観公園における滞在環境の向上の
ため，更なる休憩施設の整備等を行う。

引き続き，栃木県等の関係機関と連携を図りながら，準用河川鎧
川の早期整備完了を目指す。

今後の課題　その他特記事項

引き続き，観光交流拠点施設や大谷公園周辺における賑わい・
憩いの場の創出や大谷地域独自の景観を楽しめるよう，大谷公
園・大谷景観公園の整備等を行う。

・大谷地域内の周遊促進に向け，引き続き，ハード・ソフト両面か
ら，インフラ整備を進める。また，ランドアバウト化による交通流の
変化や安全性の検証を継続するとともに，歩行者・自転車利用者
の安全確保，周辺観光動線との連携強化など，道路空間の一体
的な活用を図る必要がある。

具体的内容 実施時期



様式（１）-①

都市再生整備計画（第６回変更）

大谷
お お や

地区

栃木
と ち ぎ

県　宇都宮
う つ の み や

市
し

令和７年３月

事業名 確認
都市構造再編集中支援事業 □

都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金） ■

都市再生整備計画事業（防災・安全交付金） □

まちなかウォーカブル推進事業 □



都市再生整備計画の目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 524 ha

平成 31 年度　～ 令和 6 年度 平成 31 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

都市再生整備計画事業の計画
都市のコンパクト化の方針

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 Ｈ２９年度 Ｒ６年度

事業所 Ｈ２９年度 Ｒ６年度

人 Ｈ２９年度 Ｒ６年度

観光産業の立地数

公共交通の利用者数 大谷町地内での公共交通（バス）の乗降者数 アクセス性に優れた拠点の形成 101,000人 120,000人

大谷町における観光産業立地数 多様な主体の参画 7事業所 10事業所

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

人々の往来増加による活性化 700,000人 800,000人

大目標：ネットワーク型コンパクトシティにおける魅力ある観光拠点の形成
　目標１：歴史文化資源をはじめとする地域資源の地域振興等での活用の推進
　目標２：歴史文化資源をはじめとする地域資源の保存活用の多様な主体の参画促進
　目標３：歴史文化資源をはじめとする地域資源の魅力発信の強化

　宇都宮市大谷町は「大谷石」を軸に成長してきた地域であり，その採石の歴史は古くは古墳時代までさかのぼり，また，その利用は明治に入り東京をはじめ関東一円に広がるなど昭和４０年～５０年代まで大谷石とともに大きく成長してきた。しかし，昭和５３年の建築
基準法の改正や海外から輸入される低価格帯の建材に押され，最盛期には年間出荷高が約１００億円，採掘業者数が約１２０社あった大谷石産業が，２７年度末現在で年間出荷高は約３億円，採掘業者数も８社と衰退し，さらには，平成元年の大谷石採取場跡地（以
下，採取場跡地）の大規模陥没の影響等により，大谷地域が「負の遺産」として認識されるようになり，最盛期の観光入込客数が１２０万人を超えていた観光業も衰退し，それに起因するように宿泊業，飲食業等の衰退がはじまるとともに，農業分野においても耕作放
棄の多い地域となるなど，地域全体の衰退へと繫がっていった。
　このような中，ネットワーク型コンパクトシティーの形成を都市空間形成の基本方針に掲げる本市では，「大谷石による産業遺産」，「特異な景観」，「歴史的遺産」，「豊かな自然環境」などを有する大谷町周辺地域を市内唯一の「観光拠点」に位置付け，「地域資源，歴
史や伝統・文化を生かした特色ある地域空間の形成」や「公共交通の利便性とともに，自動車でのアクセス性に優れた拠点の形成」を目指し，官民連携のもと「世界に通用する魅力ある観光地づくり」に向けた取組を進めており観光客数が増加傾向にあり，そのような
中，平成３０年１月には「大谷石に関する歴史文化資源が多数存在するまち」など，宇都宮市の歴史文化の特徴をキーワードとして「宇都宮市　歴史文化基本構想」を策定するとともに，平成３０年５月には「大谷石文化」が日本遺産に認定されるなど，大谷町の歴史文
化資源などを活用した「観る」・「食べる」・「遊ぶ」・「泊まる」など多様な取組を加速化させることにより，更なる集客交流人口の増加が期待できる。
　また，大谷資料館に代表される地域の貴重な歴史文化資源である採取場跡地内に多量に賦存されている冷水を冷熱エネルギーとして活用する動きが見出されつつあり，特に平地においては気温やコスト面から生産拡大が難しいとされていた夏秋いちごの栽培への
活用可能性が確認されるなど，夏秋季の栽培から冬春季の栽培までを可能とする地域として，利益率の高い農業経営や周年型農業，高齢者や障がい者の雇用促進，新規就農者の促進を可能とする新たな地域産業として成長・定着していく可能性があるとともに，地
域エネルギーを活用することによる地域のブランド化や６次産業化による他産業との交流，関連産業の創出などが期待されており，今後は，大谷地域の歴史文化資源を軸とした観光や農業，物流など多様な産業が関連するスマートコミュニティとしての将来可能性も
有している。

　大谷地域の観光拠点化促進に向けては，大谷地域が本市の核として国内外に認知され，本地域を目的に人が訪れる仕組みづくりが必要であることから，これまで「点と点」であった大谷地域の歴史文化資源や地域資源を「面」として楽しむことができる地域に磨き上
げるとともに，地域ブランド創出の確立に向けた一体的なプロモーションや，観光産業を担う組織・人材の育成，ならびに観光・周遊や情報発信等の核となる拠点の形成，それらを支える観光地・大谷にふさわしい公共インフラの整備が必要不可欠である。
　また，採取場跡地内の冷熱エネルギーの活用具体化の取り組みについては，大谷町全体に賦存する「冷熱エネルギー」のポテンシャルが平成27年度の産学官連携の調査のもとで確認されるとともに，それら冷熱エネルギーの具体的な活用方策が見出されてきてお
り，農業分野において夏秋いちご栽培への冷熱エネルギーの活用が具体化されるとともに，将来の産地化・団地化により耕作放棄地全体の再生可能性も見出されてきた。今後，夏秋いちご栽培を新たな産地化形成へと導いていくためには，事業参入者への支援策等
が必要となる。
　また，新たな利用可能性としてあげられる物流事業等の大規模利用については，冷熱エネルギーを永続的かつ安全に利用可能とする熱供給技術等の構築がなされておらず，事業化にあたり，地域の資源として安定的に利用可能になるための各種調査等が必要と
なる。

　歴史文化資源である特徴的な景観や大谷石採取場跡地など，地域資源の最大限に有効活用し，大谷石産業の振興促進，さらには「観る」「食べる」「遊ぶ」といった誘客を促す機能等の立地促進を図るとともに，これらを持続的に支える観光地にふさわしいインフラ整
備を行い，概ね１０年後を目途に観光入込客数１２０万人を目指す。

　宇都宮市においては，平成２９年３月に「立地適正化計画」を策定し，『便利で暮らしやすく１００年先も持続的に発展できるまち，ネットワーク型コンパクトシティ（NCC）の実現』を目指すこととしている。また，「大谷石による産業遺産」，「特異な景観」，「歴史的遺産」，
「豊かな自然環境」などを有する大谷町周辺地域を市内唯一の「観光拠点」に位置付け，「地域資源，歴史や伝統・文化を生かした特色ある地域空間の形成」や「公共交通の利便性とともに，自動車でのアクセス性に優れた拠点の形成」を目指し，官民連携のもと「世界
に通用する魅力ある観光地づくり」に向けた取組を進めている。また，都市拠点（市中心部）と市北西部に位置する観光拠点である大谷地域を階層性を有する公共交通や道路ネットワークで結び，大谷地域を含む北西部エリアの観光機能と街なかの宿泊機能など，拠
点間で役割を補完している。

観光客の年間入込客数 大谷町における年間入込客数

都道府県名 栃木県 宇都宮市 大谷地区

計画期間 交付期間 6



都市再生整備計画の整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

整備方針１（観光地づくりを支える機能の充実）
　・概ね１０年後の目標である１２０万人の観光入込客数，さらには（仮称）大谷スマートＩＣの設置等により表出する課題へ対応するため，上質な観光地・大
谷にふさわしいインフラのあり方について検討するとともに，段階的な整備を進める。
　・旧大谷公会堂の移築・活用及び日本遺産の魅力発信のためのビジターセンター整備を含め，大谷地域の観光周遊の拠点となる機能の検討・整備を進
める。

市道２４９０号線整備事業（基幹事業／道路）
市道６３２・６３５号線整備事業（基幹事業／道路）
広場（基幹事業／地域基盤施設）
観光交流センター（ビジターセンター）整備事業（基幹事業／高次都市施設）
公園整備事業（基幹事業／公園）
準用河川鎧川改修事業（基幹事業／河川）
道路整備に向けた交通分析等調査事業（提案事業／事業活用調査）
拠点機能整備に向けた民間活力活用方策等調査事業（提案事業／事業活用調査）
２次交通社会実験事業（提案事業／まちづくり活動推進調査）

整備方針２（特異な地域資源の有効活用）
　・１２０万人の観光入込客数及び大谷地域における観光客の滞在時間の延伸実現に向け，その軸となる体験型コンテンツ創出・定着を図る。
　・大谷夏いちごの産地化の拠点となる駒生地区において，持続的かつ安定的な熱供給環境の実現に向けたモニタリング調査等を実施する。

景観形成重点地区指定に向けた協議会開催事業（提案事業／まちづくり活動推進事業）
魅力ある景観づくり事業（提案事業／地域創造支援事業）
体験型コンテンツ創出事業（提案事業／地域創造支援事業）
冷熱エネルギー活用事業（提案事業／地域創造支援事業）



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金）） 様式（１）-④-２

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 宇都宮市 直 196ｍ H31 R5 H31 R5 319.0 319.0 319.0 0 319.0

道路 宇都宮市 直 270m R2 R9 R2 R6 1,796.2 1,125.6 1,125.6 0 1,125.6

公園 宇都宮市 直 15,416㎡ H31 R9 H31 R6 832.8 378.8 378.8 0 378.8

古都保存・緑地保全等事業

河川 宇都宮市 直 2400ｍ R2 R10 R2 R6 1,400.0 469.3 469.3 0 469.3

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 宇都宮市 直 1,000㎡ R2 R4 R2 R4 102.6 102.6 102.6 0 102.6

高質空間形成施設

高次都市施設 地域交流センター

観光交流センター 宇都宮市 直 4,320㎡ R2 R4 R2 R4 374.4 374.4 374.4 0 374.4

まちおこしセンター

ワーケーション拠点施設

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

住宅市街地 総合整備 事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

エリア価値向上整備事業

誘導施設相当施設 医療施設

社会福祉施設

教育文化施設

子育て支援施設

元地の管理の適正化

合計 4,825.0 2,769.7 2,769.7 0 2,769.7 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

宇都宮市 直 H31 R5 H31 R5 16.4 16.4 16.4 0 16.4

宇都宮市 直 H31 R5 H31 R5 16.2 16.2 16.2 0 16.2

宇都宮市 直 R2 R5 R2 R5 5.6 5.6 5.6 0 5.6

宇都宮市 直 H31 H31 H31 H31 12.0 12.0 12.0 0 12.0

宇都宮市 直 H31 R4 H31 R4 66.6 66.6 66.6 0 66.6

宇都宮市 直 H31 H31 H31 H31 6.1 6.1 6.1 0 6.1

合計 122.9 122.9 122.9 0.0 122.9 …B

合計(A+B) 2,892.6

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
宇都宮市 国土交通省 0.3㎞・0.2㎞ ○ 平成29年度 令和７年度 1,694.0

合計 1,694.0

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

（仮称）大谷スマートIC 市道6438号線，市道6439号線

事業主体 所管省庁名 規模事業 事業箇所名

事業活用調査 道路整備に向けた交通分析等調査事業

まちづくり活動推進
事業

２次交通社会実験事業
景観形成重点地区指定に向けた協議会開催事業

地域創造
支援事業

体験型コンテンツ創出事業

冷熱エネルギー活用事業

魅力ある景観づくり事業

事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

事業 事業箇所名
細項目

準用河川鎧川

広場

観光交流センター（ビジターセンター）

交付期間内事業期間
細項目

市道2490号線

市道632・635号線

大谷公園

規模
（参考）事業期間

事業 事業箇所名 事業主体 直／間

0.4交付対象事業費 2,892.6 交付限度額 1,157.0 国費率



都市再生整備計画の区域

大谷地区（栃木県宇都宮市） 面積 524 ha 区域 宇都宮市大谷町

《大谷地区（５２４ha）》



観光客の年間入込客数 （人） ７０万人 （H２９年度） → ８０万人 （R6年度）
大谷町における観光産業立地数 （件） ７事業所 （H２９年度） → １０事業所 （R6年度）

公共交通の利用者数 （件） 101,000人 （H２９年度） → 120,000人 （R6年度）

　大谷地区（栃木県宇都宮市）　整備方針概要図

目標 ネットワーク型コンパクトシティにおける魅力ある観光拠点の形成
代表的な

指標

大谷資料館

大谷寺

□提案事業（地域創造事業）
体験型コンテンツ創出事業

□提案事業（地域創造事業）
冷熱エネルギー活用事業

□提案事業（まちづくり活動推進調査）
２次交通社会実験事業

ネットワーク型コンパクトシティにおける魅力ある観光拠点の形成

■基幹事業（地域基盤施設）
広場整備事業

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

□提案事業（事業活用調査）
道路整備に向けた交通分析等調査事業

■基幹事業（高次都市施設）
観光交流センター
（ビジターセンター）整備事業

■基幹事業（道路）
市道632・635号線 □提案事業（まちづくり活動推進調査）

景観形成重点地区指定に向けた協議会開催事業

関連事業
（仮称）大谷スマートＩＣ

□提案事業（地域創造支援事業）
魅力ある景観づくり事業

■基幹事業（公園）
大谷公園

■基幹事業（道路）
市道2490号線

■基幹事業（河川）
準用河川鎧川


